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Assuring Growth and Success with IT

第18期  株主通信
2013年3月期  第2四半期報告書（2012年4月1日～2012年9月30日）

－ ITで、確かな成長と成功を －



株 主 の 皆 様 へ

このような経営環境の下、当社グル－プは、平成24年
3月にサービスを開始した新データセンターを活用した
データセンタービジネスを、新組織を組成して推進・強
化してまいりました。また、当社グループの経営目標で
ある「持続的に成長可能な経営基盤の構築」に継続して
取り組み、より強固なものとするため、今年度から2016
年度までの5年間を新たな計画期間とする経営計画を策定
いたしました。
当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、シス
テム機器販売が堅調であったことなどにより、売上高は
8,332百万円（前年同期比2.8％増）となりました。利益
面では、新データセンター稼働に伴う費用の増加や情報
処理サービスにおける機械費の増加等により、営業利益
は194百万円（前年同期比58.6％減）、経常利益は230
百万円（前年同期比53.1％減）、四半期純利益は105百万
円（前年同期比64.6％減）となりました。

平成24年11月

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ここに、第18期第2四半期株主通信（平成24年4月1日
から平成24年9月30日まで、以下当第2四半期）をお届
けするにあたりご挨拶申し上げます。
当第2四半期におけるわが国の経済は、緩やかながら景
気回復の動きがみられたものの、欧州債務問題に端を発し
た世界的な景気減速、円高の長期化などの要因により景気
の先行きは、依然として不透明な状況で推移しました。
当社グループが属します情報サービス産業においては、
企業のIT関連投資に緩やかな増加がみられるものの、景
気の先行き不安に伴い企業のIT関連投資への慎重な姿
勢は依然として残っており、厳しい経営環境が続いて
います。

お客様とともに未来を創造し
ITで夢のある社会づくりに

貢献します

柔らかな発想と新しい技術で
人々の想いを実現し、

新たな発見と大きな満足を
提供します

一人ひとりがスペシャリストとして
誇りと責任を持って、
いきいきと行動します

AGSグループ企業理念

代表取締役社長

小川　修一

M I S S I O N VA L U E A C T I O N
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記念配当を実施
■ 第2四半期末　■ 期末

連 結 財 務 ハイライト

（単位：百万円）売上高

（単位：百万円）四半期（当期）純利益

セグメント別売上高構成比（2013年3月期第2四半期累計）

（単位：百万円）経常利益

（単位：百万円）純資産額/総資産額

（単位：円）配当金推移
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トピックス

本経営計画は、経営目標である「持続的に成長可能な経営基盤の構築」の更なる前進を図るべく、当社グループ一丸と
なって、中長期的な「競争力の強化」にこだわり、新規事業・サービスの創出、既存サービスの改善、業務効率化など事
業構造の改革に「挑戦（challenge）」し、当社グループを成長軌道へ確実に乗せていくファーストステージといたします。

2012年度から2016年度までの5年間

AGSグループはITサービスの高度化を追求し、データセンターを基盤としたアウトソーシング分野においてトップク
ラスの企業を目指します。

経営計画骨子2

計 画 期 間3

計 数 計 画4

1 長期ビジョン

10年後を見据えた新経営計画「Challenge2021」を策定いたしました。

平成24年度新入社員環境
研修を実施しました。（AGS
四季彩の森　下草刈り）

2012.06.08

運用部門の業
務改革（スタン
ディング会議や
作業等）を本格
展開しています。

2012.4
BCPセミナー「災害が起
きても大丈夫！と自信を
持って言えますか？」を開
催しました。

2012.07.03

ヒューマンキャピタル2012に出展しました。
2012.07.04〜06

新サービス「BCPオフィス」レンタル
サービスを開始しました。

2012.05.17

ISO/IEC27001の認証において、さいた
まiDC「さいたまセンター」を適用範囲に
含め更新しました。

2012.08.08

2012.07.12
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■■ 営業利益 営業利益率（単位：億円） （単位：億円）
【 売 上 高 】

（単位：%）
【 営 業 利 益 】

ＡＧＳビジネス
スクールを開校
しました。

2012.04.27

5月4月
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Challenge
2021

営業育成プログラムに基づき営業
担当者の更なるスキルアップを図る
とともに、提案型営業スタイルを定
着化させ、組織営業力を強化してま
いります。併せて販売チャネルの強
化拡大やAGSブランドの確立、営業
支援ツールの充実など、営業力強化
に向けた取り組みを推進してまいり
ます。

営業力強化

当社の新たなコアビジネスとなり
得る新規事業の創出を図るととも
に、海外（アジア市場）への事業展
開も含めた市場拡大を検討・推進し
てまいります。また、これらの実現
及び既存事業の強化拡大のため業務
提携やM&Aの積極的活用を推進し
てまいります。

新規事業の創出及び
新規市場の開拓

新データセンターの建設により大幅
にキャパシティが増強されたことで、
iDCサービスは全社的な販売推進体
制を強化し拡販してまいります。また、
周辺サービス（データの入力から処
理、出力、後処理まで）やシステム運
用サービスの一層の競争力強化を行う
とともに、クラウドなどのサービスの拡
充を図るなど、データセンタービジネ
スを強化してまいります。

データセンタービジネスの
強化・拡大

ソフトウエア開発プロセスを見直
し、品質と生産性の更なる向上を図
ることで、ソフトウエア開発の競争
力を強化してまいります。更に、ク
ラウドに代表される「所有から利用
へ」とした顧客ニーズの変化や多様
化への対応力を強化すべくクラウ
ド・インテグレーション等への対応
力を強化し、ITソリューション型の
ビジネスモデルへの転換を図ってま
いります。

SIビジネスの変革

データセンタービジネスとSIビジ
ネスの拡大に必要となる高度なテク
ニカルスキルやシステム運用スキル
及びITソリューション能力を有する
人材など、変化が著しいITビジネス
環境に対応可能な市場価値の高い人
材を継続的に育成してまいります。
また、就業環境の更なる向上を推進
するとともに、社員の海外勤務や外
国人採用など、グローバル化への対
応も進めてまいります。

競争力強化に向けた
人事施策の推進

市場環境に適応したグループ内組
織の再編や事業活動のモニタリング
強化等により、更なる経営の効率化
を図ります。また、M&Aや新規市
場開拓等、経営環境の変化にも十分
に追随できるよう内部管理体制の一
層の強化に努めてまいります。
CSR活動については、社会貢献活
動を更に充実させる等、積極的に推
進してまいります。

コーポレートガバナンスの
充実とCSR活動の推進

新経営計画重点施策
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連 結 財 務 諸 表

科　目 前連結会計年度末
（2012年3月31日）

当第2四半期末
（2012年9月30日）

【資産の部】

流動資産 5,426 5,357

固定資産 9,316 9,330

　有形固定資産 6,654 6,772

　無形固定資産 1,060 983

　投資その他の資産 1,601 1,573

資産合計 14,742 14,687

【負債の部】

流動負債 2,944 2,490

固定負債 1,999 2,379

負債合計 4,943 4,870

【純資産の部】

株主資本 9,254 9,271

　資本金 1,398 1,398

　資本剰余金 473 473

　利益剰余金 7,382 7,399

　自己株式 － △0

その他の包括利益累計額 83 81

少数株主持分 460 464

純資産合計 9,799 9,817

負債純資産合計 14,742 14,687

（単位：百万円）連結貸借対照表（要旨）

科　目
前第2四半期（累計）

自　2011年4月 1 日（ 至　2011年9月30日 ）
当第2四半期（累計）

自　2012年4月 1 日（ 至　2012年9月30日 ）
売上高 8,106 8,332
売上原価 6,079 6,663
売上総利益 2,026 1,668
販売費及び一般管理費 1,557 1,474
営業利益 469 194
営業外収益 35 62
営業外費用 13 26
経常利益 491 230
特別利益 60 －
特別損失 7 15
税金等調整前四半期純利益 544 215
法人税、住民税及び事業税 251 69
法人税等調整額 △18 31
少数株主損益調整前四半期純利益 312 113
少数株主利益 13 7
四半期純利益 298 105

（単位：百万円）連結損益計算書（要旨）

科　目
前第2四半期（累計）

自　2011年4月 1 日（ 至　2011年9月30日 ）
当第2四半期（累計）

自　2012年4月 1 日（ 至　2012年9月30日 ）
営業活動によるキャッシュ・フロー 1,249 726
投資活動によるキャッシュ・フロー △227 △369
財務活動によるキャッシュ・フロー △345 △324
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 676 33
現金及び現金同等物の期首残高 1,796 1,986
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,473 2,020

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

資産につきましては、有形固定資産中のリース資産が増加した一方、未
収入金等その他資産が減少したことなどにより、前連結会計年度末比
55百万円減少して14,687百万円となりました。

POINT 1

負債につきましては、買掛金が減少したことなどにより、負債合計は、
前連結会計年度末比73百万円減少して4,870百万円となりました。

POINT 2
営業活動の結果、得られた資金は726百万円（前年同期比41.8％減）と
なりました。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益を215百万
円、減価償却費712百万円を計上したこと等によるものであります。ま
た主な減少要因は、法人税等191百万円を納付したこと等によるもの
です。

POINT 4

新データセンター稼働に伴う費用の増加や情報処理サービスにおけ
る機械費の増加等により、営業利益は194百万円（前年同期比58.6％
減）、経常利益は230百万円（前年同期比53.1％減）、四半期純利益は
105百万円（前年同期比64.6％減）となりました。

POINT 3

1

2

3

3

3

4
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会 社 概 要

商 号 AGS株式会社
AGS Corporation

設 立 昭和46年7月
上 場 市 場 東京証券取引所市場第二部

証券コード：3648
資 本 金 1,398百万円
事 業 内 容 情報処理サービス

ソフトウエア開発
その他情報サービス
システム機器販売

従 業 員 連結　947名
本 社 〒330-0075

埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷4-3-25
TEL：048-825-6000　FAX：048-822-7337

東 京 本 社 〒170-0013
東京都豊島区東池袋1-21-11 オーク池袋ビル4階
TEL：03-3984-8471　FAX：03-6386-0911

浦 和
ソリューション
セ ン タ ー

〒336-0027
埼玉県さいたま市南区沼影1-13-1 ナリア・テラス3階  
TEL：048-839-5611　FAX：048-877-3500

連結子会社 AGSビジネスコンピューター株式会社
AGSプロサービス株式会社
AGSシステムアドバイザリー株式会社

会社概要（2012年9月30日現在）

① 発行可能株式総数� 16,000,000株
② 発行済株式の総数� 4,907,100株
③ 株主数� 1,729名
④ 大株主

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

ＡＧＳ社員持株会 472,700 9.63

大栄不動産株式会社 320,000 6.52

富士通株式会社 300,000 6.11

リズム時計工業株式会社 300,000 6.11

富士倉庫運輸株式会社 250,000 5.09

株式会社りそな銀行 200,000 4.08

株式会社富士通システムズ・イースト 190,000 3.87

株式会社ティー・アイ・シー 150,000 3.06

株式会社ジェイ エスキューブ 150,000 3.06

埼玉県民共済生活協同組合 150,000 3.06

（注）�株式会社富士通システムソリューションズは、経営統合に伴う商号変更によって
平成24年4月1日付で株式会社富士通システムズ・イーストとなっております。

株式の状況（2012年9月30日現在）

役　員（2012年9月30日現在）

代表取締役社長 小 川 修 一
代 表 取 締 役 斉 藤 　 実
取 締 役 藤 倉 広 幸
取 締 役 中 西 弘 幸
取 締 役 石 井 　 進
取 締 役 近 藤 克 行
取 締 役 大 庭 裕 信
取 締 役 小 原 孝 幸
取 締 役（ 社 外 ） 笠 間 達 雄
常 勤 監 査 役 細 沼 弘 幸
常 勤 監 査 役 桃 木 光 郎
監 査 役（ 社 外 ） 井 立 勝 己
監 査 役（ 社 外 ） 野 上 武 利

所有者別株式分布状況

所有株式数別株主分布状況

個人その他
（1,362,943株）27.77％

金融機関
（487,400株）9.93％

その他の法人
（3,021,500株）61.57％

（注） 「個人その他」には自己株式56株（0.00％）を含んでいます。

証券会社
（31,457株）0.64％

外国法人等
（3,800株）0.07％

1,000～4,999株
（251名）14.51％

10,000～49,999株
（12名）0.69％

50,000～99,999株
（11名）0.63％

100,000株以上
（17名）0.98％

1～999株
（1,419名）82.07％

5,000～9,999株
（19名）1.09％
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■ 株主メモ
事 業 年 度 ４月１日から翌年３月３１日まで

定 時 株 主 総 会 6月

定時株主総会基準日 3月31日

剰余金の配当基準日 期末配当　3月31日
中間配当　9月30日

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

郵便物送付先（お問合わせ先） 〒１６８－８５０７
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

0120-288-324（フリーダイヤル）
公 告 方 法 当社ホームページ（http://www.ags.co.jp/）に電子公

告により掲載します。なお、電子公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

お 取 扱 店 みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社　本店及び全国各支店
※�未払い配当金につきましては上記お取扱店の他、株式会社みずほ
銀行の本店及び全国各支店でもお取扱い致します。
※�みずほインベスターズ証券は、2013年（平成25年）1月4日以降
はみずほ証券となります。

証券会社に口座をお持ちの場合は、郵便物送付先、電話お問合わせ先及びお取
扱店は、お取引の証券会社になります。

AGS株式会社
埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷4-3-25
TEL：048-825-6000　　FAX：048-822-7337
http://www.ags.co.jp/

http://www.ags.co.jp/
当社のホームページでは、会社概要・事業内容を
はじめ、ニュースリリース、IR情報などがご覧い
ただけます。ぜひアクセスしてみてください。

ホ ー ム ペ ー ジ の ご 案 内

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

JQA-EM5590
本社（さくら浦和ビル）

環境マネジメント
システム

JQA-IT0050
システム運用部

ITサービス
マネジメントシステム

2006年
6月達成

能力成熟度
モデル統合

JQA-IM0097

情報セキュリティ
マネジメントシステム

受託計算業務に関わる
汎用機システムの運用管
理及びIDCの運用監視


